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　はじめに

近年，鹿児島県薩摩半島沿岸から鹿児島県本土

初記録または九州沿岸初記録となる魚類が次々と

報告されており（例えば森下・本村 2019；萬代ほ

か，2019；上城ほか，2019；藤原・本村，2019；

藤原ほか，2019；古𣘺ほか，2019），薩摩半島に

生息する魚類についての情報は急速に蓄積されて

いる．特に黒潮の影響を強く受ける薩摩半島南・

西岸からは様々な魚類の分布の北限を更新する記

録も報告されており（中村ほか，2019；畑ほか，

2019；和田ほか，2019；古𣘺・本村，2019），海

水魚における黒潮による生物輸送や分布境界につ

いて考察する際に重要な海域であるといえる．

2019年 9月から 2020年 1月にかけて鹿児島県

薩摩半島南岸から 4種の海産魚類が採集され，そ

れぞれホシキカイウツボ Uropterygius sp. sensu 

Hatooka, 2000，ホシエビス Sargocentron punctatissi-

mum (Cuvier, 1829)，カエルウオモドキ Istiblennius 

dussumieri (Valenciennes, 1836)，およびミナミウシ

ノシタ Pardachirus pavoninus (Lacepède, 1802)に同

定された．これらは鹿児島県本土における魚類相

を扱った研究（例えば岩坪ほか，2016；岩坪・本村，

2017；小枝ほか，2018）においても記録されてお

らず，鹿児島県本土における初めての記録（ホシ

キカイウツボは九州沿岸初）となるためここに報

告する．

　材料と方法

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠した．標準体長は体長または

SLと表記した．TLは全長を表す．計測はデジタ

ルノギスを用いて 0.1 mm単位まで行った．リス

ト中の科の掲載順は中坊（2013）にしたがった．

本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写

真は同館のデータベースに登録されている．

　鹿児島県本土初記録の 4種

ウツボ科Muraenidae

Uropterygius sp. sensu Hatooka, 2000

ホシキカイウツボ　（Fig. 1A–D）

標本　13個体（全長 38.5–219.3 mm）：KAUM–

I. 15509，全長 210.2 mm，鹿児島県指宿市開聞脇

浦花瀬，1966年 6月 3日；KAUM–I. 138495，全

長 219.3 mm，KAUM–I. 138496，全長 196.9 mm，

KAUM–I. 138497， 全 長 128.5 mm，KAUM–I. 

138498，全長 93.2 mm，KAUM–I. 138499，全長

117.3 mm，KAUM–I. 138500， 全 長 109.0 mm，

KAUM–I. 138501， 全 長 98.5 mm，KAUM–I. 

138502，全長 94.7 mm，KAUM–I. 138503，全長

51.7 mm，2019年 12月 29日，KAUM–I. 138889，

全長 142.3 mm，KAUM–I. 138892，全長 38.5 mm，

鹿児島県南九州市頴娃町，水深 0 m，タモ網・徒手，

2020 年 1 月 13 日， 古 𣘺 龍 星・ 是 枝 伶 旺；

KAUM–I. 138891，全長 189.6 mm，鹿児島県枕崎

市火之神岬町，水深 0 m，徒手，2020年 1月 13日，

鹿児島県薩摩半島南岸から得られた魚類 4 種の記録
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古𣘺龍星．

同定　鹿児島県薩摩半島産の 13標本は，背鰭

と臀鰭が尾端部に限られること，後鼻孔が眼の中

央上方にあり，周辺に頭部側線管孔がないこと，

肛門が体の中央付近にあること，体に斑紋がある

こと，眼が口裂の中央付近にあること，鰓孔が体

側中央より腹方にあること，顎歯が 2列であるこ

となどの特徴が波戸岡（2013）によって示された

ホシキカイウツボ Uropterygius sp. sensu Hatooka, 

2000の特徴とよく一致したため本種に同定され

た．

分布　日本から台湾にかけて分布し，国内で

は伊豆諸島，小笠原諸島，南硫黄島，静岡県，高

知県，大隅諸島（口永良部島・屋久島），および

奄美群島（奄美大島）から記録されている（波戸

岡，2013；木村ほか，2017；Nakae et al., 2018）．

本研究により鹿児島県薩摩半島南岸からも本種が

記録された．

備考　ホシキカイウツボは岡田・松原（1943）

によって初めて和名が提唱され，Gymnomuraena 

marmorata Lacepèdeとして報告された．その後

Smith (1962) は Gymnomuraena Lacepède, 1803 を

Echidna Forster, 1788の新参異名であるとし，体

が細長く，側扁しないこと，背鰭と臀鰭が尾部付

近に限られ，基底は短いこと，口裂が大きく，眼

の後端を超えること，歯列がいくつかの列をなす

こと，前鼻孔が管状であることなどの特徴から本

種を Uropterygius Ruppell, 1835に同定した．その

後，McCosker et al. (1984)によって日本産キカイ

ウツボ属 Uropterygiusの再検討が行われ，ホシキ

カイウツボは Uropterygius macrocephalus (Bleeker, 

1865)に同定された．しかし，波戸岡（2000）は U. 

macrocephalusのホロタイプと日本産ホシキカイ

ウツボは吻の形態や後鼻孔の位置，および脊椎骨

数が異なることから別種であると判断しており，

本種にあてられるべき学名は現在検討中とした

Fig. 1. Fishes collected from the south coast of Satsuma Peninsula, representing the first records from the mainland of Kagoshima Prefecture, 
southern Kyushu, Japan. A–D, Uropterygius sp. sensu Hatooka, 2000, A: KAUM–I. 138889, 142.3 mm TL, B: KAUM–I. 138502, 94.7 mm 
TL, C: KAUM–I. 138503, 51.7 mm TL, D: KAUM–I. 138892, 38.5 mm TL; E: Sargocentron punctatissimum, KAUM–I. 139029, 54.4 mm 
SL; F: Istiblennius dussumieri, KAUM–I. 133434, 52.1 mm SL; G: Pardachirus pavoninus, KAUM–I. 132873, 21.2 mm SL (preserved).
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（波戸岡，2000, 2013）．

ホシキカイウツボは岩礁域の浅所の石の下に

生息するとされており（波戸岡，2018），本研究

で記載を行った標本（KAUM–I. 15509を除く）

においても大潮の干潮時に潮間帯の岩礁の間に堆

積したサンゴ礫および転石下から採集された．特

に南九州市頴娃町の生息地では様々な体サイズの

個体（11標本，全長 38.5–219.3 mm）が採集され

ており，同地点において越冬および再生産をして

いると考えられる．また，ほとんどの個体は干潮

時の水面より高い位置の礫の間から得られたた

め，ホシキカイウツボは転石潮間帯の礫環境に適

応した生態をもつものと考えられる．渋川ほか

（2020）においてもホシキカイウツボは潮間帯の

干潮時に干出する場所でみられる数少ない脊椎動

物として挙げられており，小型のウツボ科魚類で

ある本種が大型のウツボ科魚類［ウツボ

Gymnothorax kidako (Temminck and Schlegel, 1846)

やワカウツボ Gymnothorax meleagris (Shaw, 1795)

など］との競合を減らすための適応であると考え

られる．なお，同環境からはウバウオ科のアンコ

ウウバウオ Conidens laticephalus (Tanaka, 1909)や

ハゼ科のナンセンハゼ Luciogobius parvulus (Sny-

der, 1909)なども得られており，これらも転石潮

間帯の干潮時に干出する環境にも適応しているも

のと考えられる．

イットウダイ科 Holocentridae

Sargocentron punctatissimum (Cuvier, 1829)

ホシエビス　（Fig. 1E）

標本　KAUM–I. 139029，体長 54.4 mm，鹿児

島県南九州市頴娃町，水深 0.3 m，タモ網，2019

年 11月 13日，橋本慎太郎．

同定　鹿児島県薩摩半島産の標本は，背鰭棘

条部中央下側線上方横列鱗数が 2.5，側線有孔鱗

数が 42，胸鰭軟条が 15，前鰓蓋骨隅角部に長い

1棘があること，涙骨上縁に水平に突出する小棘

がないこと，後鼻孔の縁辺と鼻骨の後部に小棘が

ないことなどの特徴が Randall (1998)や林（2013）

によって示されたホシエビス Sargocentron punc-

tatissimumの特徴とよく一致したため本種に同定

された．

分布　インド洋から太平洋にかけて分布し（西

山，2013；林，2013），国内においてはこれまで

に小笠原諸島，南鳥島，高知県，日向灘，大隅諸

島（硫黄島・種子島・屋久島），トカラ列島（小

宝島），奄美群島（奄美大島・喜界島・徳之島・

沖永良部島・与論島），沖縄諸島（沖縄島・伊江島・

渡嘉敷島），大東諸島（南大東島），宮古諸島（宮

古島），および八重山諸島（石垣島・西表島・与

那国島）から記録されている（吉郷，2004；渡井

ほか，2009；西山，2013；林，2013；江口・本村，

2016；Koeda et al., 2016；Iwatsuki et al., 2017；

Nakae et al., 2018；Mochida and Motomura, 2018）．

本研究により鹿児島県薩摩半島南岸から本種が記

録された．

イソギンポ科 Blenniidae

Istiblennius dussumieri (Valenciennes, 1836)

カエルウオモドキ　（Fig. 1F）

標本　KAUM–I. 133434，雌，体長 52.1 mm，

鹿児島県南さつま市坊津秋目，水深 0.1 m，タモ網，

2019年 10月 13日，古𣘺龍星．

同定　鹿児島県薩摩半島産の標本は，項部皮

弁がないこと，腹鰭軟条が 1棘 3軟条であること，

臀鰭最後部の軟条が尾柄部とほとんど鰭膜で繋が

らないこと，側線が背鰭中央部の欠刻直下まで達

しないこと，眼上皮弁が掌状であること，体に暗

色縦帯がないことなどの特徴が藍澤・土井内

（2013）によって示されたカエルウオモドキ

Istiblennius dussumieriの特徴とよく一致したため

本種に同定された．

分布　インド洋から西部太平洋の熱帯域に広

く分布し，日本から台湾，東南アジア，オースト

ラリア，フィジー，およびアフリカ東海岸にかけ

て記録されている（村瀬・瀬能，2006）．国内に

おいてはこれまでに高知県，宮崎県，大隅諸島（屋

久島），奄美群島（奄美大島），沖縄諸島（沖縄島・

渡嘉敷島），および八重山諸島（西表島）から記

録されている（村瀬・瀬能，2006；藍澤・土井内，
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2013；吉郷，2014；Nakae et al., 2018；村瀬ほか，

2019）．本研究により鹿児島県薩摩半島南岸から

も本種が記録された．

備考　本研究において記載を行った標本は，干

潮時の漁港スロープのコンクリートの窪みから採

集された．カエルウオモドキは水深 1 m以浅の岩

礁域やタイドプールに多いとされるが（藍澤・土

井内，2013），漁港スロープのような人工的な環

境にも生息することが明らかとなった．

ササウシノシタ科 Soleidae

Pardachirus pavoninus (Lacepède, 1802)

ミナミウシノシタ　（Fig. 1G）

標本　KAUM–I. 132873，体長 21.2 mm，鹿児

島県南九州市頴娃町，水深 0.2 m，タモ網，2019

年 9月 15日，是枝伶旺．

同定　鹿児島県薩摩半島産の標本は，口がわ

ずかにまがること，胸鰭がないこと，有眼側の体

に黒褐色の横縞がなく，白斑が散在することなど

の特徴が中坊・土井内（2013）によって示された

ミナミウシノシタ Pardachirus pavoninusの特徴と

よく一致したため本種に同定された．

分布　東部インド洋から西部太平洋の熱帯域

に広く分布し，日本から台湾，サモア諸島，およ

びトケラウ諸島などから記録されている（中坊・

土井内，2013）．国内においてはこれまでに千葉県，

神奈川県，愛知県，日向灘，大隅諸島（竹島・屋

久島・種子島），奄美群島（奄美大島・徳之島・

与論島），沖縄諸島（沖縄島・渡嘉敷島），宮古諸

島（宮古島・伊良部島），および八重山諸島（石

垣島・西表島）から記録されている（渡井ほか，

2009；大橋，2013；中坊・土井内，2013；吉郷，

2014；ジョン，2014；鏑木，2016；Iwatsuki et al., 

2017；Nakae et al., 2018；Mochida and Motomura, 

2018）．本研究により鹿児島県薩摩半島南岸から

本種が記録された．
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